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1. 研究計画の概要
我が国の科学技術政策は、5 年毎に策定される科学技術基本計画 (以後、基本計画
と記述) に基づき推進されている。次期基本計画 (2006 年から 2010 年) の策定の検討
資料を提供すべく、当研究所では、本誌 No.199 で紹介した第 1 期及び第 2 期基本計
画を対象とする「基本計画の達成効果の評価のための調査」および本誌 No.200 で紹
介した「科学技術の中長期発展に係る俯瞰的予測調査」を実施した。本調査書では、こ









総論文のシェアでは 1980 年代から一貫して着実に増加し、英独を上回り、10% 程度で安定化する兆しである。
質の面 (TOP 10% 論文シェア: 被引用回数が各分野で TOP 10% に含まれる論文のシェア) では英独に水をあけ
られている。これからの 10 年は質の向上がひとつの課題となる。この意味で、1990 年代に急激に論文の質を向上
させたドイツを分析する必要がある。
○ 分野間のバランスをどう考えるか




















.   科学技術の進展とそのインパクト
科学技術がこれまで具体的にどのようなインパクトを経済・社会・国民生活に対して与えてきたかを事例分析する
ことで、これらのインパクトが実現する過程において、公的研究開発・支援がどのような役割を果たしてきているの
かを分析した。また、第 1 期、第 2 期基本計画の主な投資先である国公立大学及び公的研究機関の代表的な研
究成果について調査した。以下 5 つの論点・視点を抽出した。
○ 科学技術のもたらす多様なインパクト



























.   分野・領域ごとの発展の俯瞰的展望




情報通信分野は、領域によって、短期的技術 (  2010 年付近に技術的実
現、2015 年頃社会的適用する技術)、中期的技術 (  2015 年付近に技術的
実現、2020 年頃社会的適用する技術)、長期的技術 (  2020 年付近に技術











































































・6/ 2 Dr. Ugur Muldur: EU 研究総局A局インパクト分析課長
・6/10 Mr. Naido: Deputy Director-General, International Co-operation and Resources,
Department of Science (South Africa)
Dr. Rocky Skeef: Executive Director, National Research Foundation (South Africa)
Dr. Bok Marais: Head, National Advisory Council on Innovation (South Africa)
Ms. Mmapistp Mokotedi: Department of Science (South Africa)
Mr. Vuyani Lingela: Councilor, Embassy of South Africa (South Africa)
○ 所内研究成果発表会




○ 第 17 回地域クラスターセミナー
・6/21 塚本 芳昭: 経済産業省地域経済産業グループ産業クラスター計画推進室長
「産業クラスター計画の現状と課題」
○ 講演会・セミナー
・6/16 鎌土 重晴: 長岡技術科学大学機械系材料システム工学大講座教授
「次世代構造材料として期待される Mg 合金の研究開発動向と今後の課題および
展望」(表紙写真)
・6/20 松波 弘之: 科学技術振興機構研究開発活用プラザ京都館長
「パワーデバイス用 SiC 半導体材料の現状、課題と展望」
○ 新着研究報告・資料
・「科学技術動向 2005 年 6 月号」 (6 月 27 日発行)
レポート 1  国際標準を担う人材育成について
客員研究官 黒川 利明
レポート 2  各国の宇宙輸送システム開発動向 - スペースシャトル退役がもたらす変化 -
総括ユニット 辻野 照久
○ 平成 17 年版科学技術白書
科学技術の振興に関して行われた施策などについてとりまとめた「平成 17 年版科学技術白
書」が公表されました。今年の特集では、科学技術基本法が施行されてから 10 年目の節目の
年であることを踏まえ、「我が国の科学技術の力 - 科学技術基本法 10 年とこれからの日本 -」
をテーマに、身近な事例や我が国の研究者・技術者とその研究成果をコラムの形で数多く取り
上げることなどにより、分かりやすさに配慮しながら、近年の科学技術の成果と課題、国際的な
水準などを総合的に分析・評価しています。なお、この白書は科学技術政策研究所が行った
「基本計画の達成効果の評価のための調査」等のデータが数多く使われております。
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